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まいしゅう きんようび、 タウヒード の しるし で ある アザーン が ミナレット から ひびき わたる と、 マスジド へ かけつける 
しんあい なる きょうだい、 しまい の みなさま、 ジュムア・ムバーラク︕  アッラー( swt ) の へいあん と みめぐみ、 そして 
じひ が ぜんいん の うえ に あります ように。 
しんあい なる しんこうしゃ の みなさま︕ 
ぜんのう の アッラー ( swt ) は、 ある しょうく に おいて つげて おられ ます。 「しんじる もの たち よ。 しゅうかい の 
ひ に れいはい の よびごえ を きいた とき は、 アッラー を おもい おこす こと に いそぎ、 とりひき から はなれ なさ
い。 その ほう が あなたがた の ため に よい、 もし あなたがた が しって さえ いた なら。」1  ここ から あきらか な 
とおり、 きんようれいはい が ファルド で ある ひと に とり、 アザーン が となえ られた あと に おこなわれる とりひき や  
しゅうえき は ハラール では ありません。 そう、 げんだい の わたしたち に とり もっとも たいせつ な ぎむ とは、 やって   
いた こと すべて を わき に おいて、 きんようれいはい の ため に マスジド に あつまる こと です。 それ は よろこび と  
こうふく を もって しゅ ( swt ) の めいれい に したがう こと で、 ぶっしつてき な、 あるいは れいてき な ふじゅんぶつ   
から みずから を きよめる こと です。 となりあう どうほう を ふかい に させる こと なく、 かた と かた と を きれい に   
ならべて たつ こと です。 
しんあい なる ムスリム の みなさま︕ 
わたしたち の よげんしゃ (saw) は、 ある ハディース の なか で つぎ の きっぽう を しらせて います。 「きんようび に 
は、 （それ と ふさわしい）いっこく が ある。 ムスリム が れいはい に よって それ を すごし、 アッラー に なにか を 
もとめた なら、 アッラー は まちがいなく その もとめ に おうじて くださる。」2 また、 べつ の ハディース では、 あいする 
よげんしゃ (saw)  は わたしたち に、 「あやまって さんど、 ジュムア を みすごした もの の こころ に、 アッラー は  
ふう を したまう」3  とも けいこく しても います。 これら の ハディース に ある きっぽう や けいこく の、 なんと すばらしい  
こと でしょう。 この きっぽう、 この けいこく を しる しんこうしゃ が、 どうして きんようれいはい を あえて けいし する こと 
が できる でしょうか。 
しんあい なる しんこうしゃ の みなさま︕ 
ホトバ なくして きんようれいはい を かたる こと は できません。 れいはい と おなじく、 ホトバ は アッラー ( swt ) を   
おもい おこす こと です。 ホトバ には さほう が あり ます。 ミンバル に たつ せっきょうしゃ の はなし を ちゅういぶかく  
きく こと も その なか に ふくまれて います。 ホトバ の さいちゅう には おしゃべり を しない こと も もとめられ ます。   
また、 けいたいでんわ など を いじったり すべき では あり ません。 アッラー の しと ( saw ) は、 ホトバ の さいちゅう に 
まもるべき さほう に ついて、 「きんようび、 イマーム が ホトバ を かたる あいだ に、 その ば に いる もの に しずか 
に する よう たのんだ と しても、 じっさい に は むだぐち を きいた こと に なる」4 と けいこく して います。 
しんあい なる ムスリム の みなさま︕ 
きんよう の しゅくふく、 よろこび、 ぶっしつてき・せいしんてき な おんけい が うしなわれる こと の ない ように しましょう。  
きんようれいはい を、 ひ に ごかい の れいはい の ちょうてん と しましょう。 「そして おもい おこさせ なさい。 おもい   
おこす こと は、 しんこうしゃ の えき と なる。」5  と いう みことば に みみ を かたむけ、 たがい に きんようれいはい を  
おもい おこし あい ましょう。 わかもの や こども には あい と やさしさ を もって、 ここちよく マスジド へ でかけられる よう 
うながし ましょう。 ろうにゃくなんにょ そろって アッラー (swt) の いえ へ と いそぎ ましょう。 
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